令和６年度小平市立小平第四中学校～「全国学力・学習状況調査」結果概要～１　調査目的・対象
児童・生徒の学力や学習状況を把握・分析し、成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、今後の児童・生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てるための調査です。




（１）教科に関する調査
身に付けておかなかければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等、また、知識・技能を実生活の様々な場面で活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力等に関することを生徒が答える調査です。
（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査
学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関することを生徒が答える調査です。






３　各教科の調査結果の分析
【国語】　　　　状況の分析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課題
全ての区分で都や全国平均と比べて、高い正答率である。特に記述式の正答率が都の平均より11.4ポイント、我が国の伝統言語文化に関する事項については12.6ポイント高かった。また、全区分の中で読むことに関する正答率は他の区分と比べて56.5ポイントと低かった。
意見と根拠など情報と情報との関係についての理解や、文章と図を結び付け、その関係を踏まえて内容を解釈する問題において課題がある。






学校で取り組む具体的な改善策
図や表を使って、それらを分析し、読み取った内容を文章にまとめたり、それに対する自分の意見をまとめ発表し合ったりする場面を学習活動の中に組み込んでいく。また、様々な文章を読み比べする中で、文書の差異を読み分け、それぞれの文章の特徴について意見をまとめ、自己の表現に取り入れる場面も組み込んでいく。その時に、今回示されたとおり、書くことに対しては高い正答率を示しているため、得意を生かしながら課題をクリアさせていきたい。



【数学】　　　　　状況の分析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課題
理由を説明する問題の回答率が特に低かった。図形の合同の証明のように、形が決まっているものより、物事を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに課題がある。

全ての区分で都や全国平均と比べて、高い数値である。しかしながら、思考・判断・表現については、都や全国の平均正答率より若干高いにとどまっている。
記述式の問題については、都や全国と同様に低い正答率となっている。







学校で取り組む具体的な改善策授業の中で説明を考える機会を増やすことが必要である。なぜそうなるのかを考えさせ発表する場面を増やしていきたい。
また、考えたことをきちんと言葉に表し書くことの練習も必要である。根拠となる事柄を覚え、それを正しく活用する力を伸ばす指導を繰り返すことが必要である。





【質問紙】　　　　状況の分析　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　課題
「友人関係に満足している。」や「いつでも相談できる大人がいる。」などの項目についてはやや低い。
文科系の教科にくらべ理数系の教科に対する意欲が低い。

自己肯定感については比較的高いと思われる。
学習以外のスマホ等の使用・ルールについても適切に使えている。
自宅での学習時間を十分取れている。







学校で取り組む具体的な改善策
仲間と助け合いながら協力して目標に向かって努力する機会を大切にする。この機会を通して、生徒自身が達成感や充実感を感じ、さらに高い目標に向けて挑戦することができるように指導をしていく。先生と生徒の信頼関係が構築できるよう、生徒の存在価値を認め、自尊感情を高められる言葉かけをしていく。
理数系の教科も受験のために知識を暗記し解き方を覚えるだけの学習ではなく、私たちの生活や社会に直結していることを伝えるような授業をしていく。



	
